
 

〈文明の発達〉 

紀元前９０００年頃から農耕・牧畜が始まり、以前までの狩猟、採集、漁労による獲得経

済に替わって生産経済に移行した。メソポタミアでは、肥沃な三日月地帯と呼ばれる農耕地

帯が発達した。 

初めは雨水に頼る乾地農法で、肥料を与えない略奪農法だったが、次第に灌漑農法(人工

的に水を供給する農法)に変化した。 

 

→初期の農村が成立する。彼らは呪術的な宗教によって結びつく。 

 

→四大文明の成立：メソポタミア文明…ティグリス川・ユーフラテス川流域 

         エジプト文明…ナイル川流域 

         インダス文明…インダス川流域 

         黄河文明…黄河流域 

 

〈人類の分化と語族〉 

 人類が世界各地に広がる 

→環境によって生物的、文化的特徴が変化 

→人間の生物的特徴での分類を人種、文化的特徴の中で特に言語での分類を語族をという 

 

人種…黒色人種(ネグロイド) 

   黄色人種(モンゴロイド) 

   白色人種(コーカソイド) 

 

語族…インド・ヨーロッパ語族…東方系(ヒンディー語・ペルシャ語など) 

西方系(ゲルマン語・ロマンス語・スラヴ語など) 

アフロ・アジア語族…セム語系：おもにメソポタミア 

              エジプト語系(ハム語系) 

 

ウラル語族…フィンランド語・ハンガリー語など 

アルタイ語族…トルコ語・モンゴル語など 

シナ・チベット語族…中国語・チベット語など 

    マレー・ポリネシア語族…マレー語・インドネシア語など 

    南アジア語族…ベトナム語・クメール語など 

    アメリカ諸語…イヌイット語・マヤ語など 

    アフリカ諸語…バンテュー語・ハウサ語など 


